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（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
再
交
付
）

第
二
条
の
九

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
認
定
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府

県
知
事
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
認
定
薬
局

開
設
者
は
、
申
請
書
に
そ
の
認
定
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
つ
た
認
定
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当

該
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
発
見
し
た
認
定
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
返
納
）

第
二
条
の
十

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
法
第
七
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
処
分

を
受
け
た
と
き
、
又
は
地
域
連
携
薬
局
若
し
く
は
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
を
や
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
認
定
証
を
返
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
台
帳
）

第
二
条
の
十
一

都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
に
関
す
る
台
帳
を
備
え
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
、

前
項
の
台
帳
の
閲
覧
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
情
報
の
提
供
の
求
め
）

第
二
条
の
十
二

都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
又
は
認
定
の
更
新
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
対
し
、
当
該
市
又
は
特
別
区
の

区
域
内
に
所
在
す
る
薬
局
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
の
七
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
一
条
の
六
を
第
二
条
の
四
と
し
、
第
一
条
の
五
を
第
二
条
の
三
と
す
る
。

第
一
条
の
四
中
「
以
下
こ
の
章
」
を
「
次
条
か
ら
第
二
条
の
六
ま
で
及
び
第
二
条
の
十
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
条
の
二
と
し
、
第
一
条
の
三
を
第
二
条
と
す
る
。

第
二
章
を
第
三
章
と
し
、
第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章

地
方
薬
事
審
議
会

第
一
条
の
三

法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
に
係
る
事
務

二

法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
に
係
る
事
務

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
（
平
成
十

七
年
政
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
イ

中
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第

十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
医
薬
品
の
条
件
付
き
承
認
の
中
間
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
七
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十

九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
申
請
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
イ

又
は

に
掲
げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

三
十
四
万
三
千
九
百
円

二

前
条
第
一
項
第
一
号
イ

又
は

に
掲
げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

十
万
三
百
円

三

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

二
万
六
千
七
百

円

２

前
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
者
が
法
第
八
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
十
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
提
出
し
た
医
薬
品
（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
使

用
の
成
績
等
に
関
す
る
資
料
に
つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
た
め
、

当
該
職
員
を
、
当
該
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
定
め
る

額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旅
費
相
当
額

二

八
万
六
千
三
百
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項（
同
条
第
十
三
項
」

に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
を

「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五

第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
動
物
用
医
療
機
器
及
び
動
物
用
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
条
件
付
き
承
認
の
中
間
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の

額
）

第
十
三
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
申
請
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
二
万
六
千
七
百
円
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
が
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二

の
五
第
十
二
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及

び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
医
療
機
器

（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
専

ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
資
料
に

つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
た

め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定

め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旅
費
相
当
額

二

八
万
六
千
三
百
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
承
認
さ
れ
た
事
項
に
係
る
変
更
計
画
の
確
認
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
四
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
五
号
の
二
に
掲
げ
る
者（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
一
項（
法

第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第

七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
確
認
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
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